
話題提供　　伊沢紘生

（宮城教育大・環境研）

日時：２００２年６月２０日（木）　１３：１５～１４：３０

場所：宮城教育大学２号館　２２５教室

アマゾンを中心に中･南米を広く覆う熱帯雨林に生息するサル類は、一般に新世界ザル

とよばれる。約８０種が知られる新世界ザルの中に、ウアカリという仲間がおり、そのサ

ルは２種６亜種に分類されている（写真参照）。

かれらはいずれも、雨期の間ずっと水につかる“浸水林”の住人であり、６亜種中４亜

種の分布をこの３月に現地調査した。その結果、１９８７年にアメリカのハーシュコビッ

ツ博士が提出した総合進化論（ネオダーウィニズム）によらないブリーチング仮説を、彼

らが見事に実証していることがわかった。

ここでは、アマゾン浸水林の成立過程、ウアカリ属の分布拡大ルートの復元、進化に関す

るブリーチング仮説などについて概説する。


